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§1 私たちを取り巻く経営環境

２

Environmental value creation company

外部環境

メンテナンスの産業化が必要メンテナンスの産業化が必要

求められる安全・安心、エコ求められる安全・安心、エコ



Environmental value creation company

業界動向 ビルメン市場・契約単価推移と、当社推移

前年比

前年比

指数

指数

民間

官庁

―

―

▲０.６％▲１.６％▲２.１％▲２.５％▲２.４％

▲３.９％▲４.３％▲５.２％▲４.２％▲３.８％

市場シェア

９３.４９３.４９３.９９５.５９７.５（１００）

２,０００億円１,３７５億円１,１１１億円６２３億円５４６億円５５７億円５６１億円ＡＤ売上高

成長率（前年：100）

成長率（前年：100）

５.７％４.２％３.３％１.９％１.７％１.７％１.７％

３.５兆円？

２０１０

２３.７％

８０.３

▲２.５％

３.３兆円

２００７

７８.４％

８３.６

１.９％

３.４兆円

２００６

１４.１％

８７.４

０.９％

３.３兆円

２００５

▲２.０％

９２.２

０.８％

３.３兆円

２００４

▲０.７％

９６.２

０.７％

３.２兆円

２００３

（１００）

（１００）

（１００）

３.２兆円

２００２

契

約

単

価

市場規模

市場成長が鈍化する中、当社シェアは向上市場成長が鈍化する中、当社シェアは向上

グラフイメージ

３.２
兆円

３.３
兆円

３.４
兆円

３.３
兆円

５００億円５００億円

１１,,０００億円０００億円

１１,,５００億円５００億円

２２,,０００億円０００億円

３.５
兆円

３.３
兆円

▲３▲３..８％８％

▲２▲２..４％４％

▲４▲４..２％２％

▲２▲２..５％５％
▲２▲２..１％１％

▲４▲４..３％３％

▲１▲１..６％６％

▲３▲３..９％９％

３.２
兆円

３兆円

▲０▲０..６％６％

▲５▲５..２％２％

市場規模

イオンディライトイオンディライト
売上高売上高

Environmental value creation company

新たなステージを迎えたビルメンテナンス業界

小規模活動
個人事業

規制緩和・
自由化

価格競争価格競争

規制による
保護

再編・淘汰再編・淘汰 産業化産業化

市場規模

他業界・外資の参入

イノベーション無き業界は、産業化できないイノベーション無き業界は、産業化できない

新技術・新製品新技術・新製品
新手法新手法

産業化の概念図
ビルメン業界の現在地ビルメン業界の現在地

再編・淘汰への動き再編・淘汰への動き

・ビルメン会社の合併、買収

・国内ＰＭ会社、建築会社の参入

・外資系企業の進出

・ビルメン会社の合併、買収

・国内ＰＭ会社、建築会社の参入

・外資系企業の進出

中小・零細・個人企業はやがて消え行く中小・零細・個人企業はやがて消え行く

たばこ／酒／米穀 ：個人商店からスーパー・コンビニへ

喫茶店 ： 外資系チェーンの台頭

page-5



Environmental value creation company

０８年度は、既存事業をゼロベースから再構築０８年度は、既存事業をゼロベースから再構築

産業化へのマイルストーン

１２.８％

４,５００億円

（予想）３.５兆円

？？？

市場シェア

２,０００億円１,３７５億円ＡＤ売上高

５.７％４.２％

（予想）３.５兆円

１１.２

３.３兆円

０８.２

市場規模
第一次
中期経営計画

０７年度 ０８年度 ０９年度 １０年度

第二次
中期経営計画

コア事業の収益構造分析コア事業の収益構造分析

戦略的アウトソーシング

・モデル店舗の分析、構造把握
・各地実験、検証
・ＡＤ仕様づくり
・ＡＤ積算モデル
構築

中
計
達
成
へ
の
基
礎
固
め

中
計
達
成
へ
の
基
礎
固
め

バリューチェーン確立バリューチェーン確立

事業領域の拡大、ドミナント化

・ディライトファミリーづくり

・機能強化（商品・ｻｰﾋﾞｽ開発、業務設計、仕様設計、品質保証）

コア事業の
基礎完成 品質と価格

のバランス

サービス基準

の確立
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▼ 組織機構改革

成長（売上拡大）順調、品質（利益）は改善余地アリ成長（売上拡大）順調、品質（利益）は改善余地アリ

Environmental value creation company

０７年度の取り組み

▼ エイ・ジー・サービス株式会社との

業務・資本提携

▼ ラオス募金

「グッジョブスクール」寄贈

▼ ディライトマスター制度スタート

▼ 設備機器への薬剤誤混入

・・・・ｅｔｃ

▼ 子会社設立

永旺永楽（北京）物業管理有限公司

▼ イオン銀行

インストアブランチ工事受託

▼ ダイエー

１９６店舗管理受託開始

▼ 新しい安全の基準づくり

根本特殊化学㈱との業務提携

・・・・ｅｔｃ

成長のマネジメント 品質のマネジメント

さらに
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§２ 業績結果

Environmental value creation company

（要約）連結損益計算書

１,３８０

２,７０１

２,７５４

１２９

２,８８３

２３,４６５

２６,３４８

増減額

１４６.１

１４９.２

１４９.４

１０１.２

１１８.１

１２４.６

１２３.７

前期比
（％）

売上比

（％）
金 額

売上比
（％）

金 額

２.７

４.９

５.０

９.３

１４.３

８５.７

１００.０

２,９９８

５,４８５

５,５７６

１０,３６７

１５,９４３

９５,２２６

１１１,１７０

前期（０７. ２）

３.２４,３７９当期純利益

６.０

６.１

７.６

１３.７

８６.３

１００.０

８,１８６

８,３３０

１０,４９７

１８,８２７

１１８,６９２

１３７,５１９

０８.２

経常利益

営業利益

販管費

売上総利益

売上原価

売上高

単位：百万円
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０７.２

０８.２

単位：百万円

◇「その他」は、ビルメンテナンス部門その他事業とその他営業収入を合算したものです。

◇総合管理への信頼増加。すべての部門が順調に推移

Environmental value creation company

セグメント別売上構成

その他 １,２１９１５１.４２,３７２３,５９１

２,４０８１１６.８１４,３６８１６,７７７建設施工事業

７,４８５１２２.３３３,６１３４１,０９８清掃事業

８,１８４１２９.６２７,６６４３５,８４８警備保安事業

施設管理事業

２６,３４９

７,０５０

１２３.７

１２１.３

１１１,１７０

３３,１５１

１３７,５１９

４０,２０２

売上高合計

増減額
前期比

（％）
０７.２０８.２

建設施工

１２.９％

警備保安

２４.９％

施設管理

２９.８％

清掃

３０.２％

その他２.１％

建設施工

１２.２％

警備保安

２６.１％

施設管理

２９.２％

清掃

２９.９％

その他２.６％
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Environmental value creation company

（要約）連結貸借対照表

単位：百万円

３,３１９１９,１６９２２,４８８純資産合計

固定負債

流動負債

投資等

無形固定資産

有形固定資産

△６６６４８,０８４４７,４１８
負債・純資産

合計
△６６６４８,０８４４７,４１８資産合計

△６４６４,０５８３,４１１

△８０４１４,１６１１３,３５６

△３,９８５２８,９１５２４,９２９負債合計
△１４１２,０２６１,８８５

△５,０７１７,４６７２,３９５△１,５９３２０,２４６１８,６５３固定資産

１,０８６２１,４４７２２,５３３９２６２７,８３７２８,７６４流動資産

増減額０７.２０８.２増減額０７.２０８.２
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Environmental value creation company

キャッシュ・フロー計算書

営業活動ＣＦ

＋８０.８億円

＋１３.８億円

－９.３億円

－約２７.１億円

単位：百万円

９,４６９

１０,１９４

△７２４

１１,０２１

△１３,４２６

１,６８０

０７.２

７,６５７現金及び現金同等物の期末残高

９,４６９現金及び現金同等物の期首残高

△１,８１１現金及び現金同等物の増減額

△６,０９４財務活動によるキャッシュ・フロー

△２,１９０投資活動によるキャッシュ・フロー

６,４７２営業活動によるキャッシュ・フロー

０８.２

税引前当期純利益

減価償却・のれん償却

受取手形・売掛金

法人税支払

－５.５億円

－１５.０億円

清掃資機材、ｿﾌﾄｳｪｱ

の取得

消費寄託金の増加

－５４.０億円

－６.９億円

債権流動化資金の返還

配当金の支払い

投資活動ＣＦ 財務活動ＣＦ
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Environmental value creation company

経営指標

２,１８５円３,１００円１,３２８円１,０８４円（ご参考）期末株価

５６６.８７円９６６.４１円８２５.２８円７７３.２６円１株当り純資産

１９.７９倍２０.５１倍２０.６６倍２６.０２倍ＰＥＲ（株価収益率）

３.８５倍

４７.４３％

２.８８回

３.１８％

５.９５％

９.１７％

２１.０３％

１１０.３９円

０８.２

１.４０倍

６２.７０％

２.１５回

１.５７％

４.５９％

３.３８％

５.７０％

４１.６６円

０５.２

３.２１倍

３９.８７％

２.８３回

２.７０％

４.９３％

７.６２％

１６.８５％

１５１.１７円

０７.２

１.６０倍

５３.６９％

２.２６回

２.１１％

４.７４％

４.７８％

８.２９％

６４.２６円

０６.２

ＰＢＲ（純資産倍率）

自己資本比率

総資本回転率

売上高当期純利益率

売上高経常利益率

ＲＯＡ（総資産当期純利益率）

ＲＯＥ（自己資本当期純利益率）

ＥＰＳ（一株当り当期純利益）

※印および株式チャートは株式分割後の指標・株価で表示しております。

※

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

※

株価推移(２００６年９月１日―２００８年２月２９日)出来高 株価

※
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Environmental value creation company

株式分割、配当

◆ 株式分割

◆ 配当

１：２分割 （基準日１１月末）

発行済み株式数 ： ２,０７０万株 → ４,１４０万株

３０円１５円＋記念５円１０円
前期実績

（数字は分割前水準）

分割後 ２.５円
（分割前 ５.０円）

分割後 １７.５円
（分割前 ３５.０円）

年間期末中間期末

分割後 ２.５円
（分割前 ５.０円）

分割後 １０.０円
（分割前 ２０.０円）

―

分割後 ７.５円
（分割前 １５.０円）

1株あたり配当金（円）

増減

当期

基準日

page-14



§３ ２００８年度の重点

Environmental value creation company

「成長」「品質」両輪コントロール

ステアリングコミッティ制度の導入ステアリングコミッティ制度の導入

成長の
マネジメント

品質の
マネジメント

○ マーケティング機能の強化

○ 「個々の取引」から

「企業対企業への取組み」

○ サービス提供地域の拡大

⇒ 全国サービス網完成

⇒ アジア戦略

○ ビジネスモデルの

ゼロベースでの見直し

○ 機能の強化

○ インスペクションチーム、５Ｓ

による業務品質向上

（商品・サービス開発、業務設計、

仕様設計、品質保証）

成長と品質のマネジメントをコントロール成長と品質のマネジメントをコントロール
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Environmental value creation company

品質マネジメントの強化①

モデル分析

高収益構造
の要因抽出

高収益現場で
実践・ノウハウ

習得

実験・検証

習得ノウハウ
で実験

収益構造の
要因を特定

ＡＤ仕様
共通仕様と
オプション

分類

５Ｓ・イノベー
ションによる
業務効率化

ＡＤ積算モデル

ＡＤ作業基準
（品質基準）

標準価格と
グレードによる
コストバランス

コア事業の収益構造把握コア事業の収益構造把握

常に進化するメンテナンスサービスを構築常に進化するメンテナンスサービスを構築

Environmental value creation company

品質マネジメントの強化②

長浜サイエンスパークに長浜サイエンスパークに
高機能型教育研究施設を建設高機能型教育研究施設を建設

◇◇ イオングループの「地球温暖化防止」シンボルイオングループの「地球温暖化防止」シンボル

◇◇ 「産・官・学」連係による新たな人材養成、研修「産・官・学」連係による新たな人材養成、研修

◇◇ 脱ケミカル、省エネ技術の研究・開発、製品化脱ケミカル、省エネ技術の研究・開発、製品化

◇◇ オペレーション開発、次世代型マネジメント構築オペレーション開発、次世代型マネジメント構築

（仮称）

「イオンディライトアカデミーながはま」
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Environmental value creation company

成長マネジメント①

エコメンテナンス会社、イオンディライトエコメンテナンス会社、イオンディライト

イオン地球温暖化宣言
２０１２年度：０６年度比３０％削減（１８５万Ｃｏ２ｔ）

カーボンマネジメント、省エネ需要：ビジネスチャンス！カーボンマネジメント、省エネ需要：ビジネスチャンス！
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Environmental value creation company

成長マネジメント②

海外戦略：アジア地域ドミナント化の第一歩海外戦略：アジア地域ドミナント化の第一歩

11月 設立・暫定3級取得

01月 現地有力企業と業務協力締結

05月 北京ＳＣ業務開始 （予定）

07月 北京ＳＣ開業

07年

08年

永旺永楽(北京)物業管理有限公司
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§４ ２００８年度業績予想

Environmental value creation company

２００８年度業績予想

単位：百万円

１０５.０

１０９.９

１０９.２

１０５.４

前期比

（％）

４,３７９

８,１８６

８,３３０

１３７,５１９

金 額

０８.２実績

３.２

６.０

６.１

１００.０

売上比

（％）

売上比

（％）
金 額

３.２４,６００当期純利益

６.２

６.３

１００.０

９,０００

９,１００

１４５,０００

０９.２予想

経常利益

営業利益

売上高
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株主還元

０８.２実績
０９.２予想

下期上期

１０.０円

１７.５円

７.５円

２０円
年間配当

（計）

２０円

１株あたりの配当金（円）

普通配当

成長を鑑み、株主へ還元します。成長を鑑み、株主へ還元します。

＋優待制度導入＋優待制度導入
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§５ 中期経営計画

Environmental value creation company

中期経営計画の進捗（ＰＬ）

売上高 経常利益 当期純利益

1,111
億円

５４.８５

億円

２９.９８

億円

２,０００億円 １５０億円 ７５億円

単位：百万円

０７.２ ０８.２ １１.２
予想

１,３７５
億円

グラフの大きさはイメージです。
ＰＬ

８１.９
億円

０９.２
予想

４３.８
億円

３.２

６.２

１００.０

売上比

（％）

０９.２予想

４,６００

９,０００

１４５,０００

金 額

７,５００

１５,０００

２００,０００

金 額

１１.２目標

３.８

７.５

１００.０

売上比

（％）

売上比

（％）
金 額

３.２４,３７９当期純利益

６.０

１００.０

８,１８６

１３７,５１９

０８.２

経常利益

売上高

０７.２ ０８.２ １１.２
予想

０９.２
予想

０７.２ ０８.２ １１.２
予想

０９.２
予想
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７００億円

３２０億円総資産

負債

純資産

３８０億円

０７.２ １１.２予想

２．経営指標

１．ＢＳ

０８.２期末

４８０.８

億円

２８９.１

億円

総資産

負債

純資産

１９１.７

億円

０８.２期末

４７４.２

億円

２４９.３

億円

総資産

負債

純資産

２２４.９

億円

０８.２

５４.０％４７.４３％自己資本比率

１９.８％２１.０３％ＲＯＥ（自己資本当期純利益率）

２６.２％１７.１４％ＲＯＡ（総資産経常利益率）

９５５.０円

１９０.０円

３.８％

７.５％

１１.２目標

５６６.８７円ＢＰＳ（１株当り純資産）

１１０.３９円

３.２％

６.０％

０８.２

ＥＰＳ（１株当り当期純利益）

売上高当期純利益率

売上高経常利益率

中期経営計画の進捗（ＢＳ）

Environmental value creation company

グラフの大きさはイメージです。
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§６ 参考資料

イオンディライトは、

お客さまの「環境価値」を創造し続けます。

Environmental value creation company

ディライトウェイ ― 経営理念 ―
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安全・快適を常に進化させる

「環境価値」創造のパイオニアとなる。

Environmental value creation company

ディライトウェイ ― ビジョン ―
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イオンディライトグループ

「環境価値」を創造し続けるイノベーションカンパニー
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0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

05.2 06.2 07.2 08.2 09.2予想
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

05.2 06.2 07.2 08.2 09.2予想

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

05.2 06.2 07.2 08.2 09.2予想

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

05.2 06.2 07.2 08.2 09.2予想

売上高 経常利益 当期純利益

単位：百万円１．推移グラフ

２．損益の推移
単位：百万円

Environmental value creation company

（ご参考） 損益推移

売比
（%）

売比
（%）

売比
（%）

売比
（%）

売比
（%）

予想実績実績実績実績

３.１

６.１

６.２

１００.０

３.２

６.０

６.１

１００.０

２.７

４.９

５.０

１００.０

２.１

４.７

４.７

１００.０

１.５

４.５

４.５

１００.０

４,６００

９,０００

９,１００

１４５,０００

０９.２予想

４,３７９

８,１８６

８,３３０

１３７,５１９

０８.２

２,９９８

５,４８５

５,５７６

１１１,１７０

０７.２

１,３２４

２,９５３

２,９４９

６２,３２３

０６.２

８６０

２,５１１

２,５０４

５４,６６５

０５.２

売上高

経常利益

当期純利益

営業利益

営業利益
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単位：名１．従業員数の推移

２．平均年齢の推移

◇上記は２００８年２月末日のデータであり、パート・アルバイト欄の人数は月間１７２時間労働とした場合の人数です。

パート・アルバイト総数は５,１２５名であり、正・契・嘱５,９０６名を加えた全従業員数計は１１,０３１名となります。

Environmental value creation company

（ご参考） 従業員の状況

８,５５８

２,６５２

１,５１５

１,３７９

１３６

４,３９１

４,０１３

３７８

０８.２

８,２３８

２,８３４

１,２２７

１,０９４

１３３

４,１７７

３,８１０

３６７

０７.２

５,７６２

２,４４４

７３８

６０６

１３２

２,５８０

２,３９６

１８４

０６.２

５,８３８

２,４９９

８７６

７４５

１３１

２,４６３

２,３０６

１５７

０５.２

６,３９３

３,３３２

１,０６３

８８７

１７６

１,９９８

１,８９８

１００

０４.２

７,２０４

３,９９６

１,１５２

９３９

２１３

２,０５６

１,９８４

７２

０３.２

計

男性

女性

計

男性

女性

合計

パートアルバイト

契約社員

嘱託社員

正社員

４６.９

０８.２

４５.２

０７.２

４４.１

０６.２

４１.８

０５.２

４３.１

０４.２

４２.４

０３.２

平均年齢（才）
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１．大株主の状況(上位１０社)

所有比率は発行済株式に対する比率です。

３．株価推移(２００６年９月１日―２００８年２月２９日)

(２００７.１.１８)

４０２,２００株

(２００６.１１.２４)

１,０６２円／株

(２００７.１２.５)

２,４５０円／株

内容

最大出
来高

最安値

最高値

項目

２．所有者区分（比率）

◇上記は２００８年２月末日時点のデータです。また２００７年１１月３０日以前は分割後の株価に換算しています。

証券会社０.２%

その他の

国内法人

５９.２%外国法人
１９.５%

個人その他

９.２%

自己株式

４.２%

金融機関
７.７%

Environmental value creation company

（ご参考） 株主・株価の状況

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

１.０％

１.４％

１.５％

１.６％

１.７％

２.０％

２.４％

２.５％

４.２％

５６.２％

所有比率

４３０,９００

５６０,８００

６３９,１００

６５２,０００

７１６,６００

８４７,６００

９９５,８００

１,０４９,７８２

１,７２９,２４０

２３,２６１,８００

所有株式数

資産管理サービス信託銀行株式会社

イオン株式会社

イオンディライト従業員持株会

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

バンク オブ ニューヨーク ジーシーエム クライアント アカウンツ イー アイエスジー

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン エス エル オムニバス アカウント

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー

自己株式

株式会社マイカル

株主名

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

順位

出来高 株価
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本日は、ご清聴頂きまして誠にありがとうございました。
ご意見・ご質問につきましては、下記にお願いいたします。

本日、ご説明した内容につきましては発表日当日（２００８年４月７日）に入手可能な情報に基づき作成したものであり、
今後の様々な要因により業績予測につきましては、変更する場合がございます。

イオンディライト株式会社
（証券コード：９７８７）

Ｉ Ｒ担当連絡先 部署名：ディライトコミュニケーション部

責任者名： 倉 方(クラカタ)

TEL ０６－６２６０－５６３２

FAX ０６－６２６０－５６５３

又は、ホームページよりお問い合わせください。

Ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ａｅｏｎｄｅｌｉｇｈｔ．ｃｏ．ｊｐ

※FAX送信される方は、お名前とご返答用連絡先を必ずご記入ください。
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